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先月の振り返り: 6月のドル円相場は128円半ば～137円で推移。130円台を割り込んでいたドル円
だったが、米雇用統計が良好だったことやECBが7月からの利上げ開始を決定したことで円売りが強
まり135円台まで円安ドル高が進行。ただ注目された米FOMC終了後に、スイス中銀と英中銀が相次い
で利上げを発表したことで金融政策発表を控えている日銀が金融緩和政策の変化もありうるとの見
方が台頭し、急激に円が買い戻された。しかし日銀が金融政策の現状維持を決定したことで円買い

の流れが一転し、米FOMC前の水準近くまで戻る荒い展開。その後も日本の要人から円安けん制発言

が聞かれるものの、パウエルFRB議長が積極的な利上げを続ける姿勢を示したことでドル買いが継続

し、ドル円は24年ぶりの137円に到達した。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
ん。本書面に記載されている情報には将来的な業績や出来事に関する予想が含まれていることがありますが、それらの記述はあくまで予想であり、その内容の正確性、
信頼性等を保証するものではありません。また、情報の正確性については万全を期しておりますが、その正確性、信頼性等を保証するものではありません。投資に関する
すべての決定は、ご自身の判断でなさるようにお願い致します。本書面に記載されている情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社及び情報提供者は一切の
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EXTRA VISION

　日銀金融政策決定会合

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

今後の展開: 日米金利差に着目した動きが続く中、利上げ方針に舵を切り始めた各国

中央銀行も増え、日本との金融政策方針の違いを意識した円売りの流れがドル円以外

にも広がりをみせていることから、今後もドル円は底堅く推移していきそう。ただ米

国の景気減速懸念の高まりから株式市場において調整安の動きがみられ、株式市場の

動向次第で金融商品全般に手仕舞い換金売りが広がることも考えられる。短期的な動

きに注意を払いつつポジションを構築していきたい。

　米ＧＤＰ速報値

　英中銀政策金利
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